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研究成果の概要（和文）：ジェンダーバイアス（own-gender bias）とは，異性の顔よりも同性の顔のほうが認識しや
すく，記憶しやすいという現象である．本研究では，ジェンダーバイアスの生起に，接触経験などの知覚的熟達要因，
あるいは，同性他者への興味･関心などの社会的認知要因が関与しているかどうかを検討した．その結果，特に，再認
記憶におけるジェンダーバイアスには，知覚的熟達要因ではなく，社会的認知要因が関与していることが示唆された．

研究成果の概要（英文）：Own-gender bias in face memory and cognition is the phenomenon in which people exh
ibit better performance for own-gender faces than other-gender faces. We investigated whether perceptual e
xpertise factors or social cognitive factors contribute to own-gender bias in face recognition. As a resul
t, we found that not perceptual expertise factors but social cognitive factors may contribute to own-gende
r bias in face recognition.
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１．研究開始当初の背景 
他人種の顔よりも自分と同じ人種の顔の
ほうが認識しやすく，記憶しやすいという現
象は，人種バイアス（own-race bias）と呼ば
れる．人種バイアスに関する研究は，顔の認
識あるいは記憶システムの解明に貢献する
だけでなく，応用的には，アメリカをはじめ
として，異なる人種が多く存在する国におい
て，目撃証言の信頼性（犯人が他人種である
場合，その顔の識別が信頼できるか）を検討
するという意義を有する（高橋・北神, 2011；
北神，2004，2006；Kitagami et al., 2002
など）． 
人種バイアスは非常に頑健な現象である
ことが知られており，約 40 年の間，多くの
研究が蓄積されるとともに（レビューとして，
Meissner & Brigham, 2001），その生起メカ
ニズムについて，いくつかの理論的説明が提
唱されてきた．その中でも，これまで最も有
力とされてきたのは，自人種・他人種に対す
る接触経験の違いに基づく「知覚的熟達要因
（perceptual expertise factor）」による説明
であったが，近年になって，内集団・外集団
に対する興味や動機づけの違いに基づく「社
会認知的要因（social cognitive factor）」に
よる説明が新たに提唱されている． 
このような人種バイアスと同じく，顔の認
識や記憶における一種の集団バイアス
（own-group bias）として，近年，ジェンダ
ーバイアス（own-gender bias）という現象
が報告されはじめてきている．これは，異性
の顔よりも同性の顔のほうが認識しやすく，
記憶しやすいという現象であるが，2010 年
時点で，論文数は 4 本と少なく，「男女とも
にバイアスが生じる（Wright & Sladden, 
2003）」，「女性でしかバイアスは生じない
（ Lewin & Herlitz, 2002; Rehnman & 
Herlitz, 2006, 2007）」というように，結果の
パターンが一貫していない．さらに，その生
起メカニズムについても，十分な検討がなさ
れていないのが現状である． 
しかしながら，ジェンダーバイアスは，人
種バイアスと同様，顔の認識あるいは記憶メ
カニズムの解明，および，目撃証言の信頼性
の検討という基礎的および応用的両側面の
意義を有する研究であると位置づけること
ができる．したがって，まずは，現象の再現
性を確認し，その生起メカニズムを検討した
上で，目撃証言という文脈での応用的な示唆
を得られるような研究が望まれている． 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は，顔の認識や記憶における
ジェンダーバイアスの存在を確認するとと
もに，人種バイアスに対して提唱されてきた
理論的説明を手がかりとして，それらの妥当
性を検証するために用いられた実験操作を
援用することによって，その生起メカニズム
を検討することである． 
まず，本研究計画では，ジェンダーバイア

スの生起に，知覚的熟達要因が関与するかど
うかを検討する（研究①）．知覚的熟達要因
による説明は，前述の通り，人種バイアスに
対する最も有力な理論的説明である．この説
は，簡単に説明すれば，自人種と他人種とで
は接触経験が異なることで，知覚的熟達の程
度に差異が生じ，この差異が，自人種に対し
ては全体的処理（configural processing），他
人種に対しては特徴的処理（ featural 
processing）というように，人種によって異
なる顔の処理方略が用いられることよって
バイアスが生じる，というものである． 

Rhodes et al. (1989)，Tanaka et al. (2004)
の研究では，正立顔に対しては人種バイアス
が生じる一方で，全体的処理が阻害される倒
立顔を用いると人種バイアスが消失するこ
とを示すことによって，知覚的熟達要因の関
与を指摘している．本研究計画では，この実
験操作をジェンダーバイアスの実験に援用
し，倒立顔に対して，ジェンダーバイアスが
生じるかどうかを確認することによって，そ
の生起に知覚的熟達要因が関与しているか
どうかを検討する．仮説としては，人種の場
合とは異なり，同性と異性とで接触経験が大
きく異なる（たとえば，同性の方が接触経験
が多い，あるいは，異性の方が接触経験が多
い）とは考えにくいため，倒立顔においても
ジェンダーバイアスは生じる，つまり，その
生起に知覚的熟達要因は関与していないと
考えられる． 
その次に，ジェンダーバイアスの生起に，
社会的認知要因が関与するかどうかを検討
する（研究②）．社会認知的要因による説明
は，人種バイアスに対して，近年になって新
たに提唱されたものであり，この説は，簡単
に言えば，内集団と外集団に対する興味や動
機づけの違いによって人種バイアスを説明
しようと試みるものである．具体的には，外
集団（他人種）の成員に対しては，顔を個別
化して認識しようという動機づけが低く，
「他人種の顔」というようにカテゴリカルに
処理するためバイアスが生じると考えられ
ている． 

Rhodes et al. (2010)は，モーフィングによ
って自人種と他人種の顔を合成することで，
自人種にも，他人種にも見えるような中間的
な顔を作り出し，その顔画像を提示する前に，
自人種あるいは他人種というカテゴリカル
な方向づけ（たとえば，「自人種」というラ
ベルを提示したり，自人種の顔を提示する，
など）を行うことによって，人種バイアスの
生起に社会的認知要因が関与するかどうか
を検討している．本研究計画で，この実験操
作をジェンダーバイアスの実験に応用し，中
性顔（男女の顔を合成した顔）に対して男性
もしくは女性かを方向づけることで，ジェン
ダーバイアスが生じるかどうかを確認する．
そして，このことが，その生起に社会的認知
要因が関与しているかどうかの検討へとつ
ながる．仮説としては，進化論的に考えても，



競争相手（competitor）となる同性の顔の認
識や記憶に優れた方が適応的（Wright & 
Sladden, 2003）であり，また，ジェンダー
は，内集団・外集団を規定する属性の一つで
あると考えられるため，中性顔に対する男女
の方向付けによってジェンダーバイアスは
生じる，つまり，その生起に社会認知的要因
が関与していると考えられる． 

 
３．研究の方法 
まず，研究①では，以下の通りの方法によ
り実験を行った． 
【参加者】大学生 153 名（男性 59 名，女性
94 名）が参加した． 
【デザイン】参加者の性別（男性・女性）×
顔刺激の性別（男性・女性）×顔刺激の向き
（正立顔・倒立顔）の 3要因混合計画であっ
た． 
【刺激】実験参加者と同世代の男女各 32 名
の正立顔および倒立顔の写真（グレースケー
ル）．刺激の半数は，再認記憶課題において
ディストラクタとして使用した． 
【手続き】学習セッションにおいて，意図学
習教示のもと，計 32 枚（男性・正立，男性・
倒立，女性・正立，女性・倒立で，1 条件あ
たり 8 試行）のターゲットが 1 枚につき
2000msec（ISI は 1000msec）提示され，5 分
間の妨害課題の後，計 32 枚のディストラク
タをターゲットに追加して，old/new 判断形
式の再認記憶課題が行われた． 
 
続いて，研究②では，以下の通りの方法に
より実験を行った． 
【参加者】大学生 37 名（女性 19 名，男性 18
名）が参加した． 
【デザイン】参加者の性別（女性・男性）×
性別手がかり（女性・男性）の 2要因混合計
画であった． 
【刺激】男女各 40 名の写真をランダムに組
み合わせ，それぞれ合成比率を 50％ずつとし
た中性顔を 40 枚作成した．刺激の半数を学
習のターゲットとして，残り半数を再認記憶
課題におけるディストラクタとして使用し
た．なお，刺激の割り当てについては，参加
者間でカウンターバランスを行った． 
【手続き】意図学習教示のもと，学習セッシ
ョンにおいては，Figure 1 のように，性別手
がかり（女性：赤の背景色に「女性」という
ラベル，男性：青の背景色に「男性」という
ラベル）が 1.5 s 提示された直後に，中性顔

が 2 s 提示された．このような一試行の流れ
で，計 20 枚のターゲットが提示された後，
計 20 枚のディストラクタをターゲットに追
加して，old/new 判断形式の再認記憶課題が
行われた． 
 
４．研究成果 
まず，研究①においては，Table 1 に示し
たとおり，記憶指標の違いによって多少異な
るものの，全体として結果を概観すれば，本
研究では，正立顔だけでなく，倒立顔におい
てもジェンダーバイアスが生じたものと考
えられる．たとえば，Rhodes et al. (1989)
では，正立顔に対しては人種バイアスが生じ
る一方で，全体的処理が阻害される倒立顔を
用いると人種バイアスが消失することを示
すことによって，知覚的熟達要因の関与を指
摘している．このロジックを援用すれば，本
研究で倒立顔を用いてもジェンダーバイア
スは消失しなかったことから，ジェンダーバ
イアスの生起には知覚的熟達要因は関与し
ていないと考えられる． 
しかしながら，本研究では，A’において
先行研究の追試にあたる部分，たとえば，女
性参加者の正立顔においてジェンダーバイ
アスが示されていないため，上記の解釈も限
定的なものと考えなければならない． 
 
Table 1.  条件ごとの各記憶指標の平均(SD) 

 
  男性参加者 女性参加者 

  男性顔 女性顔 男性顔 女性顔 

Hit

率 

正

立 
.59(.20) .57(.19) .57(.19) .60(.19) 

 
倒

立 
.61(.18) .55(.20) .55(.16) .57(.20) 

FA

率 

正

立 
.22(.20) .22(.16) .16(.15) .20(.15) 

 
倒

立 
.41(.17) .36(.22) .35(.18) .32(.21) 

A’ 
正

立 
.76(.15) .76(.12) .79(.11) .79(.11) 

 
倒

立 
.70(.11) 67(.13) .69(.11) .73(.12) 

 
次に，研究②においては，Figure 2 に示し
たとおり，性参加者は女性の性別手がかりが
与えられるよりも，男性の性別手がかりが与
えられたほうが記憶憶成績が良く，かつ，女
性の性別手がかりが与えられた場合は，男性
参加者よりも女性参加者のほうが記憶成績
が良かった． 
このように，性別の文脈手がかりが与えら
れることによってもジェンダーバイアスが
生じるという結果は，人種バイアスの主要な
理論である接触仮説で示されているような
知覚的学習の効果だけでは説明することが
できない．すなわち，前述の通り，この現象
には，同性他者への興味や関心（動機づけ）
といった社会・認知的要因が関与していると



考えられる． 
今後の課題としては，関係流動性尺度
（Yuki et al., 2007）や他者意識尺度（辻, 
1993）などのように，社会・認知的要因に関
係する個人差指標と記憶指標の関係性を検
討することが挙げられる． 
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